
 

の
中
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
会
話
で
観
客
を

楽
し
ま
せ
た
。 

出
演
し
た
賀
来
海
穏
く
ん(

１

年)

と
、
松
下
結
翔
く
ん(

２
年)

は

本
番
後
の
感
想
を
「
お
客
さ
ん
に

笑
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
嬉
し
か

っ
た
で
す
」
と
口
を
揃
え
て
語
る
。

今
後
の
抱
負
を
聞
く
と
「
演
劇
を

始
め
て
日
が
浅
い
の
で
、
発
声
な

ど
の
基
礎
練
習
を
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
賀
来
く
ん
。
ま
た
、
松
下
く

ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
劇
の
よ

う
に
、
１
人
で
も
多
く
の
人
を
笑

顔
に
し
た
い
で
す
」
と
答
え
た
。 

 
 

屋
久
杉
を
守
る
島
民
を
描
く 

屋
久
島
高
校 

 

公
演
１
日
目
の
ト
リ
を
飾
っ
た

の
は
鹿
児
島
県
立
屋
久
島
高
校
の

演
劇
『
ジ
ョ
ン
・
デ
ン
バ
ー
へ
の
手

紙
』
。
高
度
経
済
成
長
期
、
島
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
屋
久
杉
が
大
量

に
伐
採
さ
れ
た
。
島
の
自
然
を
愛

す
主
人
公
は
屋
久
杉
を
守
る
た

め
、
友
人
た
ち
と
森
林
伐
採
の
現

状
を
伝
え
る
映
画
の
制
作
を
始
め

る
。
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
そ

の
後
ジ
ョ
ン
・
デ
ン
バ
ー
の
楽
曲

を
主
題
歌
と
し
た
映
画
『
屋
久
島

か
ら
の
報
告
』
が
全
国
に
公
開
さ

れ
た
。
こ
の
活
動
に
よ
り
屋
久
杉

伐
採
反
対
の
声
が
高
ま
り
、
伐
採

の
中
止
が
決
定
。
世
界
自
然
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
実
話

を
基
に
し
て
い
る
。 

屋
久
杉
の
減
少
に
対
す
る
悲
痛

な
叫
び
や
屋
久
島
の
自
然
を
愛
す

る
心
が
感
じ
ら
れ
る
演
技
に
、
観

客
は
終
始
圧
倒
さ
れ
る
。
終
演
後

も
会
場
に
は
拍
手
が
響
き
渡
り
、

１
日
目
の
全
演
目
が
終
了
し
た
。 

舞
台
に
運
ん
だ
そ
う
だ
。 

 

「
リ
ハ
ー
サ
ル
の
２
日
間
、
多
く

の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
の
で
、

本
番
で
の
作
業
は
準
備
万
端
で

す
」
と
鈴
木
く
ん
。
ま
た
是
枝
く
ん

は
東
京
公
演
参
加
校
の
生
徒
か

ら
、
廊
下
な
ど
で
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
と

話
す
。
舞
台
係
が
裏
方
の
仕
事
で

あ
る
こ
と
に
触
れ
「
観
客
の
目
に

は
映
ら
な
い
場
所
の
仕
事
が
多
い

で
す
が
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
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本
番
後
、
公
演
を
終
え
た
生
徒
は
「
応
援
し
て
く
れ
た
地

元
の
人
に
恩
返
し
が
で
き
る
、
最
高
の
舞
台
を
つ
く
れ
ま

し
た
」
と
や
り
き
っ
た
顔
で
笑
っ
た
。
彼
ら
の
青
春
を
、
感

動
を
一
滴
も
こ
ぼ
さ
ず
に
言
葉
に
し
て
届
け
た
い
▼
真
っ

赤
な
絨
毯
。
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
鏡
獅
子
。
今
年
も
、
こ
の

国
立
劇
場
で
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校
東
京
公

演
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
は
「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」
と

呼
ば
れ
る
総
文
祭
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
高
校
生
た
ち

の
み
に
許
さ
れ
る
、
夢
の
舞
台
だ
▼
錦
城
高
校
新
聞
委
員
会
は
毎
年
こ

の
東
京
公
演
に
都
の
記
録
係
と
し
て
参
加
し
、
全
国
の
高
校
生
た
ち
の

思
い
を
新
聞
に
し
て
届
け
て
い
る
▼
記
録
係
は
、
出
演
校
を
は
じ
め
公

演
を
支
え
る
司
会
、
大
道
具
、
音
響
の
高
校
生
た
ち
に
も
話
を
聞
く
。

今
回
、
福
島
県
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
の
演
劇
部
に
取
材
し
た
。
彼
ら

が
演
じ
た
の
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
『Indrah

～
カ
ズ
コ
に
な
ろ

う
よ
～
』
。
題
材
は
す
べ
て
、
実
際
に
演
劇
部
で
起
こ
っ
た
こ
と
だ
▼
彼

ら
の
住
む
福
島
県
双
葉
郡
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
休
校

と
な
っ
た
５
つ
の
高
校
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
高
校
が
統
合
さ
れ
、

５
年
前
に
で
き
た
の
が
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
だ
▼
演
劇
『Indrah

～

カ
ズ
コ
に
な
ろ
う
よ
～
』
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
や
仮
設
住
宅

の
こ
と
も
描
か
れ
て
い
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
を
前
に
、
こ
の
東
京
公
演
ま

で
の
道
の
り
を
話
し
て
く
れ
た
演
劇
部
部
長
は
「
震
災
を
経
て
成
長
し

た
自
分
た
ち
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
福
島
の
人
が
元
気
だ
と
い

う
こ
と
を
伝
え
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
▼
東
京
公
演
に

や
っ
て
く
る
の
は
日
本
音
楽
、
郷
土
芸
能
、
演
劇
の
３
部
門
。
高
校
生

に
よ
る
郷
土
芸
能
の
舞
台
を
見
た
時
、
彼
ら
の
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作
に

目
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。
自
分
と
同
年
齢
の
人
た
ち
が
「
素
晴
ら
し
い

地
元
の
文
化
を
後
世
に
伝
え
た
い
」
と
地
元
を
思
い
、
世
界
を
目
標
に

し
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
全
国
に
は
、
そ
ん
な
高
校
生
が
た
く

さ
ん
い
た
▼
誰
か
の
心
に
残
る
１
枚
、
錦
城
生
に
寄
り
添
い
続
け
る
新

聞
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
目
指
す
場
所
だ
。
１
年
後
、
夢
の
舞
台
に
や
っ

て
く
る
彼
ら
に
負
け
な
い
く
ら
い
成
長
し
た
姿
で
、
来
年
ま
た
国
立
劇

場
に
行
こ
う
。 
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槿) 

 

 

男
気
溢
れ
る
ソ
ー
ラ
ン
節 

国
際
高
校 

 

都
立
国
際
高
校
の
「
國
際
男
児
」

に
よ
る
『
ソ
ー
ラ
ン
節
』
か
ら
、
東

８
月
24
日(
土)

・
25
日(

日)

、
国
立
劇
場
で
第
30
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校

東
京
公
演
が
行
わ
れ
た
。
錦
城
高
校
と
本
郷
高
校
の
新
聞
委
員
会
は
記
録
係
と
し
て
、
リ

ハ
ー
サ
ル
を
含
め
４
日
間
参
加
。
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
高
校
生
た
ち
が
、

国
立
劇
場
と
い
う
大
き
な
舞
台
で
輝
く
姿
を
取
材
し
た
。 

(

錦
城
・
本
郷
高
校
共
同
取
材) 

本
番
で
の
演
技
を
「
満
点
」
と
評

価
す
る
代
表
の
斉
藤
優
介
く
ん

(

２
年)

は
、
メ
ン
バ
ー
の
や
る
気

も
あ
り
、
本
番
を
楽
し
め
た
と
い

う
。「
代
々
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊
っ
て

き
て
、
初
の
舞
台
が
国
立
劇
場
と

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
た
。 

 

観
客
と
創
る
ス
テ
ー
ジ 府

中
高
校 

 
同
じ
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
担
当

し
た
都
立
府
中
高
校
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
部

の
演
奏
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
と
サ
ッ
ク
ス
２
人
に
よ

る
四
重
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
。『sing 

sing sing

』
で
は
観
客
も
手
拍
子

で
一
体
と
な
り
、
最
高
潮
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。 

部
長
の
酒
井
ま
ひ
る
さ
ん(

２

年)

は
「
楽
し
く
演
奏
で
き
ま
し

た
」
と
本
番
を
振
り
返
る
。
リ
ハ
ー

サ
ル
は
緊
張
し
て
い
た
も
の
の
、

本
番
で
は
笑
顔
で
演
奏
で
き
た
と

い
う
。
ま
た
、
お
客
さ
ん
も
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
た
た
め
本
番
の
演
奏

京
公
演
は
始
ま
っ
た
。
力
強
い
掛

け
声
と
共
に
曲
が
か
か
り
、
照
明

の
転
換
も
多
彩
。
23
人
の
男
子
が

踊
る
大
迫
力
の
ソ
ー
ラ
ン
節
は
、

終
始
観
客
を
魅
了
し
て
い
た
。 

を
「
１
０
０
点
」
と
評
価
し
た
。
最

後
に
部
員
へ
「
こ
れ
か
ら
も
真
面

目
に
楽
し
く
頑
張
ろ
う
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。 

 

川
の
流
れ
を
巧
み
に
表
現   

創
価
高
校 

 

箏
曲
『
大
河
』
を
披
露
し
た
創
価

高
校
箏
曲
部
。
劇
場
内
の
静
寂
を

破
る
よ
う
に
し
て

36
人
の
演
奏

は
始
ま
る
。
一
糸
乱
れ
ぬ
旋
律
や

各
パ
ー
ト
の
指
先
ま
で
揃
っ
た
姿

に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
た
。 

ま
し
た
」
と
森
本
実
里
さ
ん(

３

年)

。
ま
た
、
部
長
の
西
本
爽
帆
さ

ん(

２
年)

は
「
今
ま
で
で
１
番
良

か
っ
た
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

す
。
西
本
さ
ん
は
本
番
の
演
奏
に

１
０
０
点
満
点
中
２
０
０
点
と
点

数
を
つ
け
た
。 

 大
迫
力
の
演
舞
で
魅
せ
る
神
楽 

由
布
高
校 

 

大
分
県
立
由
布
高
校
は
『
天
孫

降
臨
』
と
い
う
神
楽
を
披
露
し
た
。

こ
の
演
目
は
天
鈿
女
命
と
猿
田
彦

命
の
掛
け
合
い
か
ら
始
ま
り
、
太

鼓
や
笛
の
演
奏
と
共
に
話
が
進

む
。
中
盤
の
神
々
に
よ
る
舞
で
は
、

掛
け
声
と
と
も
に
８
人
の
演
者
が

舞
台
を
縦
横
無
尽
に
踊
り
回
る
。

演
奏
が
盛
り
上
が
る
に
つ
れ
て
演

目
は
終
盤
に
近
づ
き
、
花
道
で
の

迫
力
の
あ
る
舞
に
は
盛
大
な
拍
手

も
起
こ
っ
た
。 

郷
土
芸
能
部
部
長
の
園
田
唯
我

く
ん(

３
年)

に
よ
る
と
、
演
舞
中

は
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
メ

ン
タ
ル
面
で
支
え
合
っ
た
そ
う
。

「
お
客
さ
ん
が
演
技
の
途
中
で
拍

手
を
し
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。 

 

演
奏
終
了
後
、
部
長
の
佐
々
木

優
奈(

３
年)

さ
ん
と
技
術
部
長
の

力
諒
子(

３
年)

さ
ん
の
２
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。「
演
奏
す
る
人

数
に
上
限
が
あ
る
総
文
祭
と
違

い
、
東
京
公
演
で
は
部
員
全
員
で

演
奏
で
き
る
の
で
、
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
ま
た
３

年
生
は
今
回
の
東
京
公
演
を
最
後

に
引
退
す
る
た
め
、
力
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
感
謝
を
忘
れ
ず
に
が
ん

ば
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

 

「
詩
を
う
た
う
」
よ
う
な
音
色 

橋
本
高
校 

   

箏
曲
『
絃
歌
』
を
演
奏
し
た
和
歌

山
県
立
橋
本
高
校
は
、
５
つ
の
パ

ー
ト
ご
と
の
演
奏
が
印
象
的
だ
っ

た
。
総
勢
20
名
が
奏
で
る
雅
や
か

な
演
奏
は
、
観
客
の
心
を
魅
了
す

る
。
曲
の
途
中
で
は
箏
柱
を
は
じ

く
な
ど
の
演
出
を
し
、
音
だ
け
で

な
く
動
き
で
も
多
彩
な
音
色
を
表

現
し
た
。 

 

本
番
後
「
練
習
の
時
に
は
い
な

か
っ
た
１
６
０
０
人
も
の
お
客
さ

ん
が
い
て
緊
張
し
た
け
ど
楽
し
め

獨
協
高
校
の
鈴
木
晴
斗
く
ん

（
１
年
）
、
是
枝
大
く
ん
（
１
年
）
、

松
本
錬
く
ん
（
１
年
）
、
大
橋
建
斗

く
ん
（
１
年
）
は
、
舞
台
係
と
し
て

陰
か
ら
東
京
公
演
を
支
え
て
い

る
。
仕
事
内
容
は
、
太
鼓
な
ど
の
大

道
具
を
楽
屋
か
ら
舞
台
、
舞
台
か

ら
楽
屋
に
運
ん
だ
り
、
プ
ロ
の
大

道
具
係
の
方
々
に
お
茶
や
食
べ
物

を
渡
し
た
り
す
る
こ
と
。
リ
ハ
ー

サ
ル
初
日
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば

れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
大
道
具
を

荘厳な演奏が大河を連想させる 

躍動感溢れる動きで観る人の目を惹き付ける南多摩中等教育学校の演奏 

舞
台
全
体
を
大
き
く
使
っ
て 

迫
力
あ
る
舞
を
披
露
す
る
赤
鬼(

由
布
高
校) 

持
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
笑

顔
。
松
本
く
ん
は
「
こ
の
東
京
公
演

で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
生
活
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
意

気
込
ん
だ
。 

 
 

 
 

 
(

鷽) 
 

「仕事に誇りと 

やりがいを感じます」 

開
場
前
に
来
場
者
用
の
椅
子
を

設
置
す
る
舞
台
係 

  

会
場
に
響
く
八
丈
太
鼓
の
音 

南
多
摩
中
等
教
育
学
校 

 

会
場
中
に
響
き
渡
る
力
強
い
太

鼓
の
音
。
観
客
を
魅
了
し
た
の
は

『
八
多
化
の
響
き
』
を
演
奏
し
た

都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校
の
太

鼓
部
だ
。
大
中
小
合
わ
せ
て
18
個

の
太
鼓
を
使
い
分
け
、
様
々
な
音

を
作
り
出
す
部
員
た
ち
。
観
客
は

太
鼓
と
人
の
創
り
出
す
圧
巻
の
世

界
観
に
引
き
込
ま
れ
た
。 

部
長
の
谷
口
大
地
く
ん(

３
年)

は
「
大
好
き
な
太
鼓
部
の
仲
間
た

ち
と
、
息
の
合
っ
た
演
奏
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
」
と
本
番
を
振

り
返
る
。
さ
ら
に
副
部
長
の
野
路

秋
音
さ
ん
（
３
年
）
は
「
東
京
公
演

に
初
め
て
出
た
の
で
、
幕
が
上
が

っ
た
瞬
間
は
少
し
う
る
っ
と
し
ま

し
た
」
と
話
す
。
東
京
公
演
で
部
活

を
引
退
す
る
２
人
は
「
太
鼓
部
の

厳
し
い
練
習
が
つ
ら
く
感
じ
る
時

も
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
諦
め
ず

に
努
力
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」

と
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

 

演
じ
ら
れ
た
放
課
後
の
「
日
常
」 

帯
広
北
高
校 

 

帯
広
北
高
校
が
演
じ
た
の
は

むらさき草 

『
放
課
後
談
話
』

だ
。
人
数
が
少
な

く
廃
部
の
危
機

に
瀕
し
た
と
あ

る
演
劇
部
。
残
っ

た
部
員
の
賀
来

が
、
友
人
の
松
下

を
演
劇
部
に
誘

う
と
い
う
実
話

を
基
に
し
た
２

人
劇
で
あ
る
。
ご

く
普
通
の
雑
談

今
号
は
総
合
文
化
祭
優
秀
校
東
京
公
演 

特
集
！ 

一
面
：
繰
り
広
げ
ら
れ
た
青
春
の
舞
台 

 
 

 

縁
の
下
の
力
持
ち
、
舞
台
係
に
取
材 

二
面
：
２
日
目
も
大
盛
況
の
国
立
劇
場 

 
 

 

公
演
に
思
い
を
寄
せ
る
来
場
者
の
声 

出演校 演目 部門
都立国際高校 國際男児「ソーラン節」 オープニング
都立府中高校 「ＢＩＧＢＡＮＤ　ＪＡＺＺ」 オープニング
創価高校 ｢大河」 日本音楽

和歌山県立橋本高校 「絃歌」 日本音楽
大分県立由布高校 「庄内神楽『天孫降臨』」 郷土芸能

都立南多摩中等教育学校 「八多化の響き」 郷土芸能
帯広北高校 「放課後談話」 演劇

鹿児島県立屋久島高校 「ジョン・デンバーへの手紙」 演劇

出演校 演目 部門
日本音楽部門合同チーム 「編曲　元禄花見踊」 オープニング
佐賀県立佐賀西高校 「はにわ三態」「誓う」 オープニング

星野高校 「風景」 日本音楽
関西創価高校 「三つのフェスタルバラード」 日本音楽

熊本市立必由館高校 「肥後の鼓舞」 郷土芸能
沖縄県立八重山農林高校 「瑞穂の恵み～豊年祭より～」 郷土芸能

都立深川高校 「ヘアー」 特別公演
福島県立ふたば未来学園高校 「Ｉｎｄｒａｈ～カズコになろうよ～」 演劇

逗子開成高校 「ケチャップ・オブ・ザ・デッド」 演劇

１日目

２日目

公演一覧

 

今回、書道部門の都立足立東高校の矢口正樹先生が

題名などを筆耕した。普段は社会科を教えているとい

う矢口先生。隷書や楷書などを、その時の気分に応じて

使い分けて書いているそうだ。矢口先生は、書の魅力を

「書にはパソコンの文字とは異なる良さがあること」

だと話す。様々な苦労

もあるが、自分の心を

鎮めて、見る人が読み

(上)一筆一筆丁寧に 

書写する矢口先生 

(左)ホールの看板 

ロビーでは第４３回 
全国高等学校総合文化祭 
（２０１９さが総文）の 
マスコットキャラクター

あさぎちゃんが 
来場者をお迎えします♪ 

やすい文字を書

いているという。

「脇役、裏方とし

て頑張っていき

たい」と言って微

笑んだ。 



（２） 

 

息の合った演奏で観客を魅了 

ん
で
い
く
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で

は
全
身
に
力
を
込
め
て
太
鼓
を
叩

き
上
げ
た
。
終
始
、
迫
力
の
あ
る

演
技
に
観
客
は
圧
倒
さ
れ
て
い

た
。 部

長
の
今
村
美
咲
さ
ん(

３
年)

は
「
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
う
ま
く
で

き
な
か
っ
た
会
場
全
体
に
音
を
響

か
せ
る
こ
と
が
、
調
整
の
結
果
改

善
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。 

  

い
い
子
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

深
川
高
校 

 

特
別
公
演
『
ヘ
ア
ー
』
を
演
じ

た
都
立
深
川
高
校
演
劇
部
。「
い
い

子
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
主
役
の
イ
シ
ゲ
ジ
ョ
ー

が
劇
を
通
し
て
悩
む
話
だ
。
前
半

は
小
ネ
タ
を
多
く
挟
み
度
々
会
場

に
笑
い
が
起
こ
る
。
中
盤
か
ら
後

半
に
か
け
て
は
、
観
客
に
考
え
さ

せ
る
長
台
詞
を
挟
み
つ
つ
、
動
き

の
多
い
演
技
や
軽
快
な
テ
ン
ポ
で

独
特
の
世
界
観
を
繰
り
広
げ
た
。

全
て
の
感
情
を
さ
ら
け
だ
す
よ
う

な
ラ
ス
ト
に
、
観
客
は
劇
に
引
き

込
ま
れ
て
い
た
。 

上
演
終
了
後
、「
今
ま
で
や
っ
て

き
た
そ
の
集
大
成
を
見
せ
ら
れ

た
」
と
語
る
の
は
部
長
の
髙
橋
秀

毅
く
ん(
３
年)

。
イ
シ
ゲ
ジ
ョ
ー

役
の
石
毛
晟
く
ん(

３
年)

は
「
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
は
見
た
目
だ
け
で
な

く
気
持
ち
も
込
め
て
や
り
ま
し

た
」
と
話
し
た
。 

 

実
話
を
基
に
し
た
友
情
物
語 

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校 

 

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校
は
演
劇

『Indrah

～
カ
ズ
コ
に
な
ろ
う
よ

～
』
を
披
露
し
た
。
こ
れ
は
実
話
を

基
に
し
て
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

や
っ
て
き
た
留
学
生
イ
ン
ド
ラ
と

本
番
の
演
劇
を
「
１
日
１
点
ず
つ

積
み
重
ね
て
き
た
と
す
る
と
、
こ

の
劇
の
制
作
期
間
が
ち
ょ
う
ど
１

年
な
の
で
３
６
５
点
で
す
」
と
自

分
た
ち
を
評
価
。「
地
元
の
方
に
は

ご
支
援
、
応
援
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
恩
返
し
で
き
た
と
思
い

ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。 

 

ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
用
い
た
喜
劇 

逗
子
開
成
高
校 

 

東
京
公
演
の
ラ
ス
ト
を
飾
っ
た

の
は
、
逗
子
開
成
高
校
演
劇
部
の

『
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
デ

ッ
ド
』
。
ホ
ラ
ー
映
画
を
撮
る
た
め

山
奥
に
入
っ
た
大
学
生
３
人
が
、

１
体
の
ゾ
ン
ビ
に
遭
遇
す
る
。
彼

ら
は
今
ま
で
見
て
き
た
ゾ
ン
ビ
映

画
の
知
識
を
駆
使
し
、
そ
の
ゾ
ン

ビ
を
利
用
し
て
、
よ
り
リ
ア
ル
な

映
画
を
撮
ろ
う
と
試
み
る
と
い
う

内
容
だ
。 

 

コ
メ
デ
ィ
色
が
強
く
、
ゾ
ン
ビ

の
独
白
や
ユ
ー
モ
ア
あ
る
台
詞
回

し
が
絶
え
ず
観
客
の
笑
い
を
誘

う
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
考
え
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
な
重
い
話
題
も
挟

ま
れ
て
お
り
、
喜
劇
と
も
悲
劇
と

も
と
れ
る
物
語
で
あ
っ
た
。 

て
い
れ
ば
嬉
し
い
で

す
」
と
微
笑
ん
だ
。 

 

地
元
を
誇
り
に 

八
重
山
農
林
高
校 

 

ホ
ラ
の
幻
想
的
な

音
を
合
図
に
始
ま
っ

た
舞
台
。
米
の
豊
作

を
願
っ
た
豊
年
祭
で

行
う
演
舞
を
再
現
し

た
『
瑞
穂
の
恵
み
～

豊
年
祭
よ
り
～
』
を

披
露
し
た
の
は
、
沖

縄
県
立
八
重
山
農
林

高
校
郷

土
芸

能
部

だ
。
沖
縄
に
古
く
か

軽
快
に
始
ま
っ
た
。
演
奏
中
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
富
ん
だ
叩
き
方

や
主
役
と
な
る
楽
器
が
激
し
く
入

れ
替
わ
る
様
子
が
観
客
を
引
き
込

「全員分集まり、ただただ 

嬉しいです」と笑顔 

 

ら
伝
わ
る
太
鼓
や
三
味
線
な
ど
の

楽
器
の
美
し
い
演
奏
に
よ
っ
て
、

会
場
中
に
自
然
豊
か
な
沖
縄
の
情

景
が
広
が
っ
た
。 

「
農
林
高
校
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
て
田
植
え
の
練
習
を
実
際
に

や
り
、
感
覚
を
掴
み
ま
し
た
」
と

リ
ア
ル
な
演
技
の
裏
話
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
部
長
の
新
城
愛
結

さ
ん(

３
年)

。「
地
元
八
重
山
に
心

を
寄
せ
な
が
ら
、
助
け
合
い
の
心

を
意
味
す
る
『
結
い
』
を
胸
に
演

舞
し
ま
し
た
」
と
本
番
を
振
り
返

っ
た
。 

 

大
迫
力
の
太
鼓
の
音
色 

必
由
館
高
校 

 

熊
本
市
立
必
由
館
高
校
和
太
鼓

部
の
演
目
『
肥
後
の
鼓
舞
』
は
民

謡
『
お
て
も
や
ん
』
に
合
わ
せ
、

一糸乱れぬ演奏で四季の移ろいを表現 

全身を使ったダイナミックな演奏 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
な
ど
を
挟
み
込
む
作
業
も
高

校
生
が
担
当
し
て
い
る
。
ロ
ビ
ー

で
作
業
中
だ
っ
た
立
川
女
子
高
校

演
劇
部
部
長
の
甲
斐
久
美
子
さ
ん

(

３
年)

に
話
を
聞
い
た
。 

 

立
川
女
子
高
校
演
劇
部
は
昨
年

の
東
京
公
演
で
、
特
別
公
演
と
し

て
『
え
い
え
ん
の
お
さ
ん
ぽ
』
を

演
じ
た
。
毎
年
、
特
別
公
演
を
行

っ
た
部
活
は
、
次
の
年
に
応
援
と

し
て
参
加
す
る
の
が
慣
例
な
の
だ

本番について談笑する２人 

そ
う
。
教
育
委
員
会
の
方
か
ら
誘

い
が
あ
り
参
加
し
た
と
話
す
。 

 

挟
み
込
み
作
業
を
行
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
全
部
で
３
０
０
０
部
。

演
劇
部
の
１
年
生
３
人
、
２
年
生

７
人
、
３
年
生
３
人
の
計
13
人
で

作
業
を
す
る
。
膨
大
な
数
だ
が
、

甲
斐
さ
ん
は
「
昨
年
は
出
演
、
今

年
は
お
手
伝
い
と
い
う
形
で
東
京

公
演
に
参
加
で
き
ま
し
た
。
こ
の

公
演
に
関
わ
れ
て
嬉
し
い
で
す
」

と
語
っ
た
。 

 
 

 
 

 
(

梅) 

母
校
の
活
躍
に
期
待 

の
伝
統
の
美
し
い
音
色
が
観
客
を

魅
了
し
た
。 

演
奏
後
、
都
立
東
久
留
米
総
合

高
校
の
大
平
菜
月
さ
ん(

２
年)

は

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
手
ご
た
え

を
感
じ
ら
れ
る
演
奏
が
で
き
ま
し

た
。
合
同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に

は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。 

 

透
明
感
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー 

佐
賀
西
高
校 

 

同
じ
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
担
当

し
た
佐
賀
県
立
佐
賀
西
高
校
合
唱

部
。
公
演
で
は
２
曲
を
披
露
し
た
。

１
曲
目
の
『
は
に
わ
三
態
』
で
は

 

 

出
だ
し
を
飾
る
優
雅
な
音
色 

日
本
音
楽
部
門
合
同
チ
ー
ム 

 

２
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
の
は
都
立
白
鷗
高
校
、
都
立
東

久
留
米
総
合
高
校
、
青
陵
高
校
の

３
校
か
ら
な
る
日
本
音
楽
部
門
合

同
チ
ー
ム
だ
。
本
番
で
は
坂
本
勉

作
曲
の
『
編
曲 
元
禄
花
見
踊
』
を

箏
、
三
味
線
、
鼓
と
い
っ
た
和
楽

器
で
演
奏
し
た
。 

ま
た
舞
台
の
背
景
に
は
桜
が
描

か
れ
て
お
り
、
終
盤
に
は
桜
吹
雪

が
舞
い
散
る
演
出
も
。
上
野
の
花

見
の
様
子
を
表
現
し
た
こ
の
曲
に

ぴ
っ
た
り
の
雰
囲
気
の
中
、
日
本

挟
み
込
み
作
業
の
様
子 

部
長
の
古
寺
優
里
さ
ん(

３
年)

は
、
本
番
の
演
奏
を
文
句
な
し
の

１
０
０
点
と
評
価
。「
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
楽
し
く
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
本
番
を
振

り
返
る
。
最
後
に
「
今
後
も
毎
日

の
基
礎
練
習
を
欠
か
さ
ず
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
語
っ
た
。 

 

今
年
も
国
立
劇
場
で
公
演 

関
西
創
価
高
校 

 

関
西
創
価
高
等
学
校
箏
曲
部
が

披
露
し
た
の
は
三
木
稔
作
曲
『
三

つ
の
フ
ェ
ス
タ
ル
バ
ラ
ー
ド
』
だ
。

◎地元が題材の劇に関心 

１日目の休憩時間にロビーでお茶を飲んでいた藤沼里美さんは、鹿児

島県立屋久島高校の卒業生。母校の演劇部が出演することを高校の同級

生から聞きつけ、来場したそうだ。劇の内容は、世界遺産に登録されて

いる藤沼さんの地元、屋久島について。高校生が地元の自然に関する内

容を取り上げ、演じることに関心を持ったという。最後に「力いっぱい

頑張ってください」と後輩に期待を寄せた。   

 

 

◎部員全員の座席を求めて 

２日目の昼時、前売り券引換場前のベンチで「余り券下さい」の紙

を持っていた麻布大学付属高校演劇部の川久保衣蕗さん(２年)と梅原

由紀乃さん(２年)。演劇の勉強のため毎年当日券で観に来ているとい

う。しかし今年から当日券が廃止されたため、「余り券」を急遽集める

ことに。１０時ごろから集め始め、１２時半には部員３５人全員分の

券を手に入れることができたそう。２人は「人の優しさを感じました。

券をくれた人の分まで楽しみたいです」と話した。   (李・鷽・蓮) 

No.３０１（RE） ３版 

 

曲
の
場
面
ご
と
に
特
徴
を
際
立
た

せ
る
表
現
力
や
、
繊
細
な
指
さ
ば

き
で
奏
で
る
音
色
が
観
客
を
魅
了

し
た
。 

 

箏
曲
部
は

18
年
連
続
で
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し

て
お
り
、
東
京
公
演
は
２
年
連
続

で
の
出
場
と
な
っ
た
。
今
年
の
総

文
祭
に
は
人
数
の
都
合
上
、
参
加

で
き
な
い
部
員
が
い
た
が
、
国
立

劇
場
の
舞
台
に
は
す
べ
て
の
部
員

が
一
丸
と
な
っ
て
臨
む
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
。
部
員
の
武
田
美
由

紀
さ
ん(

２
年)
は
「
演
奏
中
に
他

の
部
員
と
目
が
合
う
と
、
自
然
と

笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔

が
、
観
客
の
皆
さ
ん
に
届
い
て
い

Ⓒ錦城高校新聞委員会編集室 201９ ２０１９年（令和元年）９月７日（土曜日） 

・・・・・・・ 

◎娘の晴れ姿を初鑑賞 

本番１日目、劇場外のベンチで、仲良く会話していた羽尻宝さん・菜々

美さん親子。娘の菜々美さん（１年）は創価高校箏曲部に所属し、今回の

公演に出演した。菜々美さんは公演を「悔いなく終わることが出来ました」

と振り返る。一方の宝さんは「ラッキーなことに座った席が娘の目の前だ

ったんですよ」と嬉しそうに話してくれた。「今度は娘の代が後輩を引き

連れて、ここに帰ってこられるように頑張ってほしい」とエールを送った。 

逗子開成高校『ケチャップ・オブ・ザ・デッド』のワンシーン 

こ
の
曲
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
泣
く
、

笑
う
、
狩
る
」
を
歌
だ
け
で
な
く

足
踏
み
や
手
拍
子
、
掛
け
声
を
使

っ
て
表
現
し
た
。
２
曲
目
の
『
誓

う
』
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
佐
賀
大
会
の
た
め
に
作
ら
れ
た

曲
。
本
来
は
１
０
０
人
前
後
で
歌

う
曲
だ
が
、
今
回
の
公
演
で
は
12

人
が
透
明
感
の
あ
る
歌
声
で
歌
い

上
げ
観
客
の
心
を
魅
了
す
る
。 

 

本
番
が
終
わ
り
、
副
部
長
の
植

田
も
も
さ
ん(

２
年)

は
「
歌
を
歌

う
こ
と
の
楽
し
さ
を
改
め
て
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

す
。
ま
た
、
部
長
の
田
中
美
月
さ

ん(

２
年)

は
「
今
ま
で
目
指
し
て

き
た
舞
台
で
佐
賀
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で

す
」
と
語
っ
た
。 

 

色
鮮
や
か
な
「
風
景
」
が
蘇
る 

星
野
高
校 

 
日
本
音
楽
部
門
の
星
野
高
校
箏

曲
部
は
清
水
脩
作
曲
『
風
景
』
を

披
露
し
た
。
こ
の
曲
は
３
つ
の
楽

章
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
で

異
な
る
風
景
や
四
季
の
移
ろ
い
を

表
現
し
て
い
る
。 

 

演
奏
は
息
の
合
っ
た
礼
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
序
盤
か
ら
、
や
わ
ら
か

く
も
力
強
い
音
色
で
観
客
を
圧
倒

し
た
。
す
べ
て
の
パ
ー
ト
が
同
じ

リ
ズ
ム
を
刻
む
場
面
で
も
寸
分
の

ず
れ
が
な
い
見
事
な
演
奏
を
繰
り

広
げ
る
。
異
な
る
高
さ
の
箏
の
音

が
調
和
し
、
色
鮮
や
か
な
「
風
景
」

が
思
い
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
演
奏

だ
っ
た
。 

前を間近で見ながら、お茶の味を楽しんでいた。 

呈茶をしていたのは、東京都高等学校文化連盟茶道部門に所属している高校の

生徒たち。実際にお点前をした都立府中西高校上村音葉さん(２年)は「いつもと

は違う場なので、体感したことない緊張感がありました」と振り返る。美味しそ

うにお茶を飲んでいた来場者の小林富美子さんは「お茶はきれいに泡が立ってい

て、とても美味しかったです」と満足顔だった。           (李) 

本人たちの迫真の演技から 

目が離せない 

 

演
劇
部
員
た
ち
と
の
交
流
を
描

く
。
イ
ン
ド
ラ
が
帰
国
し
た
後
、

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
演
劇
部
員
た

ち
の
友
情
が
、
彼
女
と
の
思
い
出

を
語
り
合
う
中
で
再
生
さ
れ
て
い

く
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
本

人
た
ち
が
当
時
の
辛
辣
な
部
活
内

を
リ
ア
ル
に
演
じ
、
劇
場
に
足
を

運
ん
だ
大
勢
の
観
客
を
物
語
に
引

き
込
ん
だ
。 

部
長
の
森
崎
陽
さ
ん(

３
年)

は

演目と演目の合間、国立劇

場の２階へ行ってみると、都

内の高校の茶道部員が来場

者に呈茶をしているブース

があった。お茶会では、置か

れたイスに多くの来場者が

ぎっしりと座り、賑わいをみ

せる。来場者は高校生のお点

小
道
具
の
使
い
方
も
秀
逸
な
こ

の
劇
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
ま
で
観
客

を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
１
時

間
だ
っ
た
。 

 

取
材
後
記 

  

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
た

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

優
秀
校
東
京
公
演
。
全
国
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
高
校
生
た
ち

が
「
未
来
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
下
、
夏
の
終
わ
り
に
国
立
劇

場
の
舞
台
を
彩
っ
た
。
各
校
、

努
力
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
た
最
高
無
二
の
公
演
で
、
劇

場
に
足
を
運
ん
だ
観
客
た
ち

を
惹
き
付
け
た
。 

自
分
た
ち
と
同
じ
高
校
生

が
作
り
上
げ
る
素
晴
ら
し
い

舞
台
に
記
録
係
と
し
て
携
わ

り
、
取
材
で
き
た
こ
と
は
、
と

て
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

今
回
の
取
材
活
動
を
通
し
て

彼
ら
か
ら
も
ら
っ
た
刺
激
を

糧
に
、
こ
れ
か
ら
の
よ
り
よ
い

新
聞
作
り
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。 
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